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■豊橋東バイパスは平成25年6月、豊橋バイパスは平成24年10月に暫定２車線で開通しました。

■両バイパスは、一体となって効果を発揮する道路ネットワークを形成するため、暫定2車線で開通した時点

（平成25年6月）を事業完了※とし、今回事後評価を実施します。

■両バイパスは現在も継続中の事業のため、今回の事後評価審議後においても継続して再評価を行います。

１．事後評価の実施根拠

■道路事業・街路事業に係る事後評価実施要
領細目（抜粋）
第２ 事後評価を実施する事業
２ 「事業完了」の定義

原則として事業採択を行った区間又
は箇所が全線供用を開始した時点として
いるが、複数の区間又は箇所が一体と
なって効果を発揮する道路ネットワ－ク
については該当する複数の区間又は箇所
が全線供用を開始した時点を、対象区間
が全線にわたり暫定供用を開始した事業
についてはその時点を、それぞれ事業完
了とみなすものとする。

－ １ －

と よ は しとよはしひがし
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259
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三河港
完成4⾞線
開通⽇

平成25年
6⽉23⽇

豊橋東バイパスの開通（H25）を
事業完了※とし、今回、豊橋東
バイパスおよび豊橋バイパスを
一体で事後評価を実施

※事業完了の考え方

＜凡例＞
完成4車
開通済

暫定2車
開通済 未開通

名豊道路 開通済 開通済
一般国道

駅開通済 未開通 主要地方道
及び 県道 ＪＲ線高速道路

駅



豊浦町

阿久比町

２．事業概要
（１）事業目的

豊 橋 東 バ イ パ ス ・ 豊 橋 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

－ ２ －

■一般国道23号名豊道路は、愛知県豊橋市と豊明市を結び、沿線の8市1町を通過する延長72.7kmの大規模バイパス

事業で、地域高規格道路として整備しています。

■一般国道23号豊橋東バイパス・豊橋バイパスは、地域高規格道路豊橋浜松道路・名豊道路の一部を構成し、

交通渋滞の緩和、 物流効率化、災害に強い道路機能の確保等を目的とした延長26.8kmのバイパス事業です。

めいほう とよはし とよあけ

とよはしひがし と よ は し めいほう

写真①：豊橋東バイパス

写真②：豊橋バイパス

【豊橋東IC付近】

【野依IC付近】 平成30年11月撮影

平成30年11月撮影

至：東京
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岡崎IC
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中部国際空港
セントレア

写真①

写真②
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豊川市
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岡崎市

蒲郡市

幸田町

西尾市

安城市
高浜市

碧南市

南知多町

美浜町

武豊町
常滑市

知多市

半田市
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豊田市
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刈谷市役所

知立市役所

豊明市役所

大府市

三河港

名古屋港

衣浦港

完成4車
開通済

暫定2車
開通済 未開通

名豊道路 開通済 未開通

駅

開通済

開通済 未開通

高速道路 一般有料道路

一般国道 主要地方道
及び県道

ＪＲ線

県境 市町村境 主要渋滞箇所 主要渋滞区間

事故危険箇所 人口集中地区（DID）
沿線市町
（８市１町）

＜凡例＞

開通済 未開通

と よ は しはままつ



事業名
一般国道２３号

豊橋バイパス

一般国道２３号

豊橋東バイパス

延長 １７．６ｋｍ ９．２ｋｍ

道路規格

第１種第３級
（県道伊古部南栄線～

一般国道２５９号バイパス）
（国道２３号～

都市計画道路東三河環状線）

第３種第１級
（一般国道２５９号バイパス～

国道２３号）

第１種第３級

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ ８０ｋｍ／ｈ

車線数 ４車線（暫定２車線） ４車線（暫定２車線）

都市計画

決定

昭和４９年度
（大崎ＩＣ～前芝ＩＣ）

昭和６１年度
（野依ＩＣ～大崎ＩＣ）

平成３年度
（前芝IＣ～豊川為当ＩＣ）

昭和６１年度

事業化

昭和４８年度
（大崎ＩＣ～豊川為当ＩＣ）

平成元年度
（野依ＩＣ～大崎ＩＣ）

平成４年度

用地着手

年度
昭和５０年度 平成７年度

工事着手

年度
昭和５５年度 平成１４年度

工事完成

年度
平成２４年度 平成２５年度

全体
事業費

１，３９０億円 ４４６億円

計画交通量 ３４，４００台/日 ２０，８００台/日
Ｂ／Ｃ ３．３
各ＢＰの
Ｂ／Ｃ

（３．２） （３．２）

－ ３ －

２．事業概要
（２）計画概要

＜盛土部＞＜高架部＞

標 準 断 面 図
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延⻑3.8km

平成19年
2⽉26⽇
延⻑2.3km

平成24年
3⽉24⽇
延⻑4.4km

平成25年
6⽉23⽇
延⻑2.5km

暫定2⾞線
開通⽇

完成4⾞線
開通⽇

愛知県豊橋市
東細⾕町

愛知県豊川市為当町

豊橋東バイパス
延⻑9.2km

豊橋バイパス
延⻑17.6km

愛知県豊橋市野依町
とよはし のよりちょう

とよかわ ためとうちょう

とよはし

ひがしほそやちょう

⾄ 名古屋

⾄
東
京

出典 平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

豊川為当IC

前芝IC

豊橋港IC

神野新⽥IC
平成25年
6⽉16⽇
延⻑9.4km
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開通⽇
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36,485台/24h

60,978台/24h

29,727台/24h

＜凡例＞
完成4車
開通済

暫定2車
開通済 未開通

名豊道路 開通済 開通済
一般国道

駅

開通済 未開通 主要地方道
及び 県道

ＪＲ線

高速道路

主要渋滞箇所 主要渋滞区間
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開通前

（S55）
部分開通時

（H22）
開通後

（H30）

３．評価の視点

－ ４ －

■国道１号では特に通勤時間帯において、通勤車両と、三河港を利用する物流交通の輻輳により慢性的な渋滞が発生していま

した。

■豊橋東バイパス・豊橋バイパス開通により交通がバイパスに転換、国道１号の通勤時間帯の渋滞が緩和しています。

（１）事業効果の発現状況

①交通渋滞の緩和

○豊橋東バイパス・豊橋バイパス開通前後の国道1号の速度図（夕ピーク時間帯）

Ａ断面

○豊橋東バイパス・豊橋バイパス開通による交通量の変化

交
通
量
（百
台
／

）

出典 開通前 ：昭和55年度全国道路・街路交通情勢調査
部分開通時 ：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査
全線2車線開通後：交通量調査結果（H30.10.24）

出典 部分開通時：H23.10月（平日）プローブデータ、全線2車線開通後： H29.10月（平日）プローブデータ

豊橋東バイパス豊橋バイパス

A断面
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野
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1

1

1

23

23

23

23
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⾄
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西八町
交差点

宮下
交差点

梅田橋西
交差点

下り

豊橋市

12h

525

770

0～10km/h、 10～20km/h、 20～30km/h、 30km/h以上

主要渋滞箇所

東八町交差点

主要渋滞箇所

三河港
転換
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1
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京

Ａ
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梅
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橋
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⾄
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599

23
（BP）

415

23
（現道）

1381 290

23
（BP）

187

23
（現道）

122
1 332

23
（現道）

193

整備前（H25年6月撮影） 整備後（H30年10月撮影）

【国道１号 東八町交差点 東京方面 夕方18時台】

至 東京 至 東京

至 名古屋 至 名古屋
全線2車線開通後

（H30）

部分
開通時
(H23)

16時台

17時台

18時台

全線2車線
開通後
（H29）

16時台

17時台

18時台

部分
開通時
(H23)

16時台

17時台

18時台

全線2車線
開通後
（H29）

16時台

17時台

18時台

部分開通時
（H22）

開通前
（S55）
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野
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七
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（車
線
の
状
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4.2km 9.4km 13.2km

小
坂
井
御
津

豊
川
為
当

：渋滞長

豊橋東バイパス 9.2km豊橋バイパス 17.6km

前
芝

大
崎

至

名
古
屋 至

東
京

1,600m

5,500m1,400m1,700m

自動車組立工場

野依台

むつみね台

富士見台

若松町

：住宅地

：工場等

工事中

三河港

豊橋
市街地

明海工業団地神野工業団地
御津工業団地

２．評価の視点

■豊橋東バイパス・豊橋バイパスは、完成４車線区間で約6.3万台/日、暫定2車線区間では約3.9万台/日の交通量があります。

■特に、4車線から2車線となる部分、三河港へアクセスが集中する区間では、渋滞が発生しており、暫定2車線区間では、

交通容量の不足による速度低下が発生しています。

（１）事業効果の発現状況

②暫定２車線区間の利用状況

28,700 32,500 45,400 63,100 61,300 51,300 39,200 37,800 34,600 36,100 34,800 32,300
1.56 1.83 0.76 0.76 0.77 0.73 1.83 2.01 1.63 1.61 1.65 1.44

（速
度
低
下
）

○豊橋東バイパス・豊橋バイパスの利用状況

出典 交通量調査結果（H29.10.6）、平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

（交
通
の
状
況
）

交通量
（台/日）

上り

下り

混雑度

前芝西部

工場集積地

－ ５ － 出典 H29.10月（平日）プローブデータ

0～40km/h、 40～50km/h、 50km/h以上

07：00
07：15
07：30
07：45

10：00
10：15
10：30
10：45

①

至 東京

至 名古屋

至 東京

至 名古屋

2車線区間（H28年11月撮影）4車線区間（H28年8月撮影）

① ②

②
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（S55）
部分開通時

（H22）
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整備前

（S55）
部分開通時
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整備後

（H27）

－ ６ －

３．評価の視点

■三河港は完成自動車の輸入台数が25年連続全国１位であり、多くの自動車メーカーが基幹港として利用しています。

■豊橋東バイパス・豊橋バイパスの開通により特に大型車が転換、三河港への所要時間が約12～15分短縮するなどアクセス性

が向上、物流交通に寄与しています。

（１）事業効果の発現状況

③物流効率化の支援

豊橋バイパス

延長17.6km

東名高速道路

23

1

豊橋東バイパス

延長9.2km

⾄
東
京

三河港

田原市提供

259

23

豊橋市

湖西市

豊川市

三河港

：整備前ルート

：整備後ルート

音羽蒲郡ＩＣ

白須賀ＩＣ

大崎ＩＣ輸出拠点

輸出拠点

組立工場
（豊田方面）

組立工場

25年連続輸入台数全国1位

・豊橋東・豊橋バイパスの開通により、三河港への
所要時間が短くなったため、輸送計画を立てやすく
なりました。

輸送業

○大型車交通量の変化
A断面

B断面

A断面 B断面
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）
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1 30
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1

23

247

1

32

20

0

10

20

30

40

整備前（S55） 整備後（H27）

53

38

0
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整備前（S55） 整備後（H27）

○所要時間の変化

所
要
時
間
（分
）

所
要
時
間
（分
）

＜西側ルート（音羽蒲郡IC～大崎IC間）＞ ＜東側ルート（大崎IC～白須賀IC間）＞

出典 全国道路・街路交通情勢調査（混雑時旅行速度より算出）

約12分短縮約15分短縮

53分

38分
32分

20分

開通前
（S55）

全線2車線開通後
（H27）

開通前
（S55）

全線2車線開通後
（H27）

全線2車線開通後
（H27）

部分開通時
（H22）

開通前
（S55）

全線2車線開通後
（H27）

部分開通時
（H22）

開通前
（S55）

出典 全国道路・街路交通情勢調査



３．評価の視点

■三河地域の太平洋沿岸部は、南海トラフ地震発生時の津波被害が想定される地域です。

■災害時には、広域支援ルート（くしの軸）として、救援・救護活動、人員・物資輸送が可能であり、三河港から名豊道路沿線、

静岡方面への物資輸送を担い、災害復旧を支援します。

■豊橋バイパスは、浸水区域内に津波被害を受けにくい高架構造で整備する事で、被災時の避難・復旧活動等に寄与します。

（１）事業効果の発現状況

④災害に強い道路機能の確保

出典 「南海トラフ地震」愛知県被害想定マップ（2014年5月30日）
参考URL：http://www.chunichi.co.jp/bosai/aichi.html

名豊道路

豊田
JCT

豊明IC

安城西尾IC

幸田芦谷IC

豊川為当IC

野依IC 豊橋東IC

：１．広域支援ルート（くしの軸）

：２．被災地アクセスルート（くしの歯）

：３．沿岸沿いルート（被災地）

＜凡 例＞

：名豊道路

：広域防災拠点

：沿岸市町村役場

開通済 開通済 未開通

最大浸水深（ｍ）

10 ～ 20
5 ～ 10
2 ～ 5
1 ～ 2
0.3 ～ 1
0.01 ～ 0.3

岡崎
バイパス

蒲郡
バイパス

新城市岡崎市
安城市

蒲郡市

豊川市

豊橋市

大府市

湖西市

知多市

幸田町

新東名高速道路

豊田東
JCT

豊明市

東浦町

半田市

東海市

阿久比町

常滑市

武豊町

美浜町

南知多町

知立市

田原市

豊橋
バイパス

知立
バイパス

高浜市

碧南市

西尾市

○緊急避難路の整備（豊橋市富久縞町）

緊急
避難路

豊橋東
バイパス

－ ７ －

○津波による被害を回避

津波避難訓練の状況（H29.8.27）

とよはし ふ く し まちょう

東名高速道路

静岡方面へ輸送

名豊道路
沿線へ輸送

三河港
衣浦港

緊急物資

23

1

高架構造により被災時の

避難・救助・復旧・復興活動に寄与
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○社会経済情勢の変化

－ ８ －

４．社会経済情勢の変化

■平成25年6月に豊橋東バイパス、平成24年10月に豊橋バイパスが暫定2車線で、平成28年2月には新東名高速道路

（浜松いなさJCT～豊田東JCT間）が開通しました。

■豊橋東バイパス・豊橋バイパスを含め名豊道路の順次開通や新東名高速道路の開通以降と整備前を比較して、

断面交通量は約5.3万台／12h増加しました。

①東西幹線ネットワークの拡充

出典 昭和55年度・平成22年度全国道路・街路交通情勢調査
交通量調査結果（H30.10.24） ［ ］は、24時間交通量

年次 経緯

平成元年11月
平成19年3月
平成24年10月
平成24年11月
平成24年12月
平成25年6月

平成26年3月
平成28年2月

知立バイパス 全線暫定2車線開通

岡崎バイパス 全線暫定2車線開通

豊橋バイパス 全線暫定2車線開通

知立バイパス 全線立体4車線化完了

岡崎バイパス（藤井IC～安城西尾IC間） 4車線化

豊橋東バイパス 全線暫定2車線開通

豊橋バイパス（大崎IC～前芝IC間） 4車線化

蒲郡バイパス（蒲郡IC～幸田芦谷IC間）暫定2車線開通

新東名高速道路（浜松いなさJCT～豊田東JCT間）開通

岡崎バイパス（西尾東IC～藤井IC間） 4車線化

○交通量の推移

交
通
量
（万
台
／

）

8.2万台

知
⽴
バ
イ
パ
ス

交通量⽐較断⾯

岡
崎
バ
イ
パ
ス

⻄尾東IC

安城⻄尾IC
藤井IC

豊明IC

幸⽥芦⾕IC

：国道23号 名豊道路

：一般国道

：高速道路

未
開通

暫定
開通

完成
開通

平成28年2⽉
4⾞線開通

蒲郡IC

豊川為当IC

豊橋東バイパス
平成25年6⽉
暫定2⾞線開通

豊橋バイパス
平成24年10⽉
暫定2⾞線開通

蒲
郡
バ
イ
パ
ス

平成26年3⽉
暫定2⾞線開通

平成25年6⽉
4⾞線開通

⼤崎IC

平成24年12⽉
4⾞線開通

前芝IC

豊橋東IC

新東名⾼速道路（浜松いなさJCT〜豊⽥東JCT）

平成28年2⽉開通

12h
3.3

2.9

1
23

1

23

23

三河港

交通量比較断面

1.9

1

23
（現道）

10.5万台
［16.9万台］

3.1 ［4.7］

4.5 ［7.7］

1.2 ［1.6］
1

23
（現道）

23
（バイパス）

1.9 ［2.9］

豊橋東バイパス・豊橋バイパス

暫定２車線開通前

開通前（S55） 部分開通時（H22）
豊橋東バイパス・豊橋バイパス

暫定２車線部分開通時

2.2 ［4.1］

3.6 ［5.5］

2.2 ［3.3］

4.1 ［6.8］23

1

1.4 ［1.8］
23

（バイパス）

（現道）

豊橋東バイパス・豊橋バイパス暫定２車線開通後

（新東名：浜松いなさJCT～豊田東JCT間開通後）

全線2車線開通後（H30）

13.5万台
［21.5万台］



－ ９ －

５．対応方針（案）

（１）今後の事業評価の必要性

■一般国道23号豊橋東バイパス・豊橋バイパスは、暫定2車線の効果が発現していることから、今後暫定2車線に対する

事後評価の必要はないと考えます。

■ただし、当該事業は完成4車線の整備事業であるため、継続している4車線事業に対する再評価は今後も実施します。

（２）改善措置の必要性

■一般国道23号豊橋東バイパス・豊橋バイパスは、効果が発現しており、暫定2車線までについて改善措置の必要性はないと

考えます。

（３）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

■同種事業の計画・調査にあたっては、広域的な効果が発現するという観点で道路整備による多面的な効果の把握に努める

必要があると考えます。

また、事業評価手法の見直しについては、必要はないと考えます。


